
３年Ａ組 理科 単元設計・学習指導案 

指導者 真木 大輔 

１ 日時（場所） 令和５年７月５日（水） 13:30～14：20（第２理科室） 

 

２ 教科領域別研究テーマ 

 科学的根拠に基づき探究する自律型学習者の育成 

 

３ 研究テーマ設定の理由 

2010 年代に「VUCA な世界」という言葉が広まったが，その当時は近未来的なイメージで捉え

られていた。ところが今では，教育 DX の推進や AI の劇的な進化により，生徒たちが VUCA な世

界を経験することは確実であろう。白井(2020)は，よりよい未来を創造するために，生徒が自

分や他者，地球全体を考えたウェルビーイングの実現に向けた意思決定を学ぶこと（エージェ

ンシーを育む学び）が必要だと主張している。「エージェンシー」とは，変化を起こすために，

自分で目標を設定し，振り返り，責任を持って行動する能力であると定義されている。 

そこで，理科の授業を通して，「自然環境などの日常生活・社会の諸問題を自分事として捉

え，科学的根拠を基に賢明な意思決定で，解決に取り組む生徒」（自律型学習者と定義）を育て

たいと考え，教科領域テーマを，「科学的根拠に基づき探究する自律型学習者の育成」と設定し

た。 

 

４ 単元設計（単元名：自然環境の調査と保全） 

⑴ 単元目標 

○日常生活や社会と関連付けながら，自然環境の調査と環境保全について理解するとともに，

それらの観察，実験などに関する技能を身に付けることができる。    「知識及び技能」 

○身近な自然環境を調べる観察，実験などを行い，自然環境の保全の在り方について，科学的

に考察して判断することができる。             「思考力,判断力,表現力等」 

○生物と環境に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を

尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができる

ようにする。                                          「学びに向かう力,人間性等」 

⑵ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会と関連付け

ながら，自然環境の調査と環

境保全についての基本的な概

念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探

究するための基本的な技能を

身に付けている。 

生物と環境について，身近

な自然環境などを調べる観

察，実験などを行い，自然環

境保全の在り方について，科

学的に探究している。 

生物と環境に関する事物・

現象に進んで関わり，見通し

を持ったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようと

している。 

⑶ 指導計画(全７時間)  

時間 学習活動 重点 記録 評価規準（評価方法） 

１ 

本時 

ジェネッティックダイバーシティ問題 

・マラウイ湖におけるジェネティックダ

イバーシティの問題について，モデル

を使用して解説し，その影響を考察す

る。 

知 

 

 

 

 

態 

○ 

 

 

 

・ジェネティックダイバーシティの問題に

ついて理解し，その影響を説明できる。  

（記述） 

（支援）英語理解を手助けするツールとし

て，ICT を使った翻訳を行う。 

・これまでの学習や他者の考えを生かして,

課題に対する自分の考えを表現しようと

している。          （記述） 



２ 

３ 

４ 

身近な自然環境の調査 

・身近な自然環境の調査を行うために計

画を立てる。 

・計画した調査方法に従って，身近な自

然環境について調べる。 

知 

 

思 

 

 

○ 

 

・身近な自然環境の調査を行うために目的

を決めて，計画を立てている。 （記述） 

・調査で得られた結果を踏まえ，班のメンバ

ーと意見を出し合いながら科学的な観点

で考察している。     （発言・記述） 

（支援）いくつかの調査方法を示し，その中

で興味のある調査を基に計画を立案する

よう促す。 

５ 

６ 

人間による活動と自然環境 

・自然環境に人間の活動がどのような影

響を与えているのか理解する。 

知  ・人間の活動が自然環境に影響を与えるこ

とを理解し，身のまわりの外来生物につ

いて進んで調べ，発表している。（発言） 

７ 

パフォーマンス課題 

・マラウイ湖などのジェネッティックダ

イバーシティ問題を解決する方法を探

究する。 

態 

 

思 

○ 

 

○ 

・これまでの学習や他者の考えを生かして,

自然環境の保全に向けて，身のまわりか

らできる行動を考え，実行しようとして

いる。            （記述） 

・パフォーマンス評価      （発言・記述） 

（支援）グループやクラス全体で出た模範

的な意見に着目させ，この意見に対して

賛同する部分や付加する内容を表現でき

るよう助言・指導する。 

⑷ パフォーマンス課題 

 あなたは，マラウイ在住の青年海外協力隊の一員で，科学教育を専門としている 24 歳の研

究者です。マラウイの研究協力者である友人から，「マラウイ湖をはじめとするジェネッティ

ックダイバーシティ問題の解決について，市民が集まるシンポジウムでのパネリストとして発

表してほしい」という依頼を受けました。ジェネッティックダイバーシティ問題の原因と解決

策について，環境面や経済面などの様々な観点から考察した発表資料を作成してください。 

 

５ 本単元と研究主題との関わり 

⑴ 生徒について 

本授業では，理科での学習を実社会での問

題発見・解決に活かしていくために，英語科と

連携した教科横断的な学習を行う。単元開始

前に，理科と英語の学習に関するアンケート

（表１）を実施した。質問項目１～３の結果か

ら，多くの生徒が問題発見・解決のスキルを身

に付けていることが分かる。しかし，質問項目

４，５の結果によれば，日常生活や社会と関連

付けて考える生徒の割合は，質問１～３に比

べて低下している。さらに，質問５～７の結果

からは，英語でのコミュニケーションに自信

を持つ生徒や，科学的な内容を英語で理解し

話すことに対して否定的な意見が多いことが

明らかになった。 

そこで，本授業で，生徒が英語で科学的な内

容を理解し，表現することに慣れる機会を増

やすことで，英語を使う際の生徒自身の自信

を高めていきたい。そして，理科の学習と英語の学習が連携し，更には生徒が将来，国際的な

場で活躍する機会につながることを期待する。 

 

肯定 否定

1
自分の予想を基に観察や実験の計画を

立てていますか
92% 8%

2
観察や実験の結果を基に考察しています

か
97% 3%

3
観察や実験の進め方や考え方が間違っ

ていないかを振り返って考えていますか
87% 13%

4
理科の授業で学習したことを，普段の生

活の中で活用できないか考えますか
66% 34%

5
理科で学習したことは、将来，社会に出

たときに役に立つと思いますか
79% 21%

6
将来、積極的に英語を使うような生活を

したり職業に就いたりしたいと思いますか
43% 57%

7
将来、 英語でコミュニケーションを行うこ

とに、自信はありますか
41% 59%

8
英語で科学的な内容を理解し、それにつ

いて話すことができると思いますか
21% 79%

(表1) 学習前アンケート結果 N=61

理

科

英

語

肯定（あてはまる・どちらかといえばあてはまるの合計）

否定（どちらかといえばあてはまらない・あてはまらないの合計）

項目



⑵ 単元について 

 自然界では，多種多様な生物が生態系のバランスを保つ一方で，人間の活動により自然環境

や生物の生息数が変わり，そのバランスに影響を与えている。本単元の主なねらいは, 身近な

自然環境を調べる活動を通して，その観察結果や資料を基に，人間の活動などの様々な要因が

自然界のつり合いに影響を与えていることについて理解し，自然環境を保全することの重要性

を認識することである。生徒は，小学校６年次と中学校１・３年次で，生物と環境の相互関係

や生物の多様性と進化について学習している。 

 本単元では，実際に世界で起きている自然環境の諸問題について，これまでの既習内容を踏

まえ総合的に考察していくものである。学習した知識を日常生活や社会問題に適用する能力を

育成することを目指し，現実の問題に基づくプロジェクト学習として，この問題に直接関わる

ゲストティーチャーを招いた実験や問題解決の活動を計画した。この問題を自分ごととして捉

え，社会への参画意識を高めていきたい。 

⑶ 指導について 

ア 日常生活・社会との関連を重視した探究的・教科横断的な学習 

本時のゲストティーチャーのディック先生は，マラウイ出身の理科教師であり，マラウイの

教育における ICT の活用について研究している愛媛大学の留学生である。マラウイは南東アフ

リカに位置し，教室がない状況で小さな黒板を用いて授業を行うなど，貧困が深刻な問題とな

っている。さらに，マラウイ湖では，過度な漁業や環境破壊により魚類の生息数が減少し，種

の生存が脅かされるジェネティックダイバーシティ（遺伝的生物多様性）問題が発生している。

そのような問題に直面している彼からの語り（All English での授業）から，ジェネティック

ダイバーシティ問題を自分ごと（自分たちごと）の問題として捉えさせる。 

また，この活動は英語教育での内容言語統合型学習（CLIL）に当てはまる活動である。「CLIL

（Content and Language Integrated Learning）」とは，他教科の内容を英語で学習する手法

で，そのメリットとして，学習者が英語理解を深化させるとともに，言語を使って思考し，学

習する能力を鍛え，異文化理解を深め，自信を持って新しい言語を活用する能力を育むことが

挙げられる。学習した内容で，生徒が英語で自分の考えや感情を表現できるようにすることは，

英語科の目標であるコミュニケーション能力の育成につながるものになると考える。 

イ VUCA の時代に適応する ICT の効果的な利活用 

VUCA の時代に生きる生徒が必要な情報活用能力を育成する ICT の効果的な利活用として，

「AI を活用したリフレクション」と，「多言語のリアルタイム翻訳機能」の二つを提案する。 

「AI を活用したリフレクション」とは，生徒のコメントに AI を用いてアドバイスや回答を

提供するものである。昨年度の Google スプレッドシートを活用した振り返り活動の分析から，

活動が学習者自身の成長のためではなく，教師の評価のために行われているという課題が明ら

かになった。そこで，本年度は他教科の教員と協力し，生徒自身の学習のための評価につなが

る新しいリフレクションフォームを開発した。これらの取り組みにより，生徒は自分に最適な

学習方法を見付け，自分自身の学びを自己管理する自律型学習者になることを期待する。 

「多言語リアルタイム翻訳機能」とは，本時で使用している翻訳ツールである。Google のド

キュメントの音声入力とスプレッドシートの翻訳関数などを組み合わせて構築したツールであ

る。いくつかのマウス操作が必要にはなるが，Google アカウントを持っていれば無料でリアル

タイムに近い翻訳が可能になった。これまでは，海外で活躍するためには英語の能力が必須だ

ったが，このツールのような ICT を効果的に活用することで，様々な国の人々との交流が可能

となり，国際社会での活動におけるハードルを下げるきっかけとなりうると考える。また，こ

のような活動は上述した CLIL の活動のメリットそのものであり，深いレベルでの英語教育の

必要性につながると感じている。 

情報活用能力は VUCA の時代において，生徒が持つべき重要なスキルであり，AI や多言語リ

アルタイム翻訳機能などのツールを活用することで，情報の収集と処理を効率的かつ効果的に

行うことができるようになることを期待する。 

  



６ 本時の指導（１／７時間） 

⑴ 主題 ジェネティックダイバーシティ問題とは何か。 

⑵ ねらい 

〇ジェネティックダイバーシティの問題について理解し，その原因と影響を説明することがで

きる。 

⑶ 展開 

学習活動 

(形態) 
時間  ○教員の働きかけ ・予想される生徒の反応 

〇指導の工夫 

◎評価規準（評価方法） 

１  学習の見通し   

を立てる。(一斉) 

５ 〇ゲストティーチャーが英語で自己紹介を行い，

授業の流れを説明する。 

〇英語の理解を助けるた

めに，リアルタイム翻

訳機能を備えた ICT ツ

ールを使用する。 

２  学習課題を確

認する。 (一斉) 

 

10 〇マラウイの概要と，ジェネティックダイバーシ

ティ（遺伝的多様性）の問題について紹介する。

紹介する。 

 

 

 

 

 

 

３  グループで問

題を追究する。 

(グループ) 

 

15 〇学習課題１について，モデルを用いて詳しく説

明してください。 

・種の生存は，他の生物との食物連鎖による影響を

受ける可能性が高い。 

・人間の活動による影響は，過度な漁業だけではな

く，気候変動などのより大きな視点からも考察

する必要がある。 

〇様々な影響による生息

数の数値的な変化の理

解を深めるために，モ

デルを用いたシミュレ

ーションを行わせる。 

 

４  グループで問

題を解決する。 

(グループ) 

 

15 〇学習課題２について，ゲストティーチャーに英

語で報告してください。 

・遺伝的多様性があると新しい環境に適応できる

種が存在する可能性がある。多様性が失われる

と種の適応能力が下がり，絶滅リスクが上がる。 

・種の減少や消失は，食物連鎖を崩し，生態系全体

のバランスを崩す可能性がある。 

〇科学的根拠（実証性，再

現性，客観性）を意識さ

せるために，探究の型

（フレームワーク）を

使用する。 

◎ジェネティックダイバ

ーシティの問題につい

て理解し，その影響を

説明できる。 （発表） 

５  本時の学びを

振り返る。(全体) 

５ 〇英語を通じて世界の環境問題について探究した

ことで，あなたはどのような学び得ましたか。 

・環境問題は国や文化を超えて共有される課題で

ある。 

・将来英語を使うことができると，世界との距離が

縮まり，グローバルな活動が可能になる。 

◎本時の学びを振り返

り，要点を明らかにし

て学んだことを表現し

ている。 （学びログ） 

 

７ 授業研究の視点 

〇日常生活・社会との関連を重視した探究的・教科横断的な学習は，学習した知識を日常生活

や社会問題に適用する能力を育成することに有効か。 

〇「AI を活用したリフレクション」や「多言語リアルタイム翻訳機能」は，VUCA の時代に生

きる生徒が必要な情報活用能力を育成することに有効か。 

  

１．過度な漁業や環境破壊により魚類の生息数が減少すると，なぜ種の生存が脅かされるのか，モデル

を使って説明してください。 

２．種が減ることにより，ジェネティックダイバーシティ（遺伝的多様性）の問題が起きると，どのよ

うな影響があるのか説明してください。 

 


